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男女平等教育実践をめぐる教師文化の構造

木村 育恵

1 ． 問題設定

　本稿の 目的は ，ジ ェ ン ダ」 1）
に敏感な視点に 立 つ 教育実践 を め ぐっ て 教 師が置か

れ た状況 を，教師文化 の 特 質や構造 との 関連 に 着 目して 明 らか に す る こ とで あ る 。

　「ジ ェ ン ダ ー と教 育」研 究 は，「隠れた カ リキ ュ ラ ム 」 （Jackson　1968　・・　1900）概

念 に よ っ て 学校 内部 に 着 目す る研 究が 急速 に 進展 した （藤 田　1992，木村 　1999，

宮 崎 　1991
， 森 　1989

， 中西 　1993
， 氏 原　1996な ど）。 教育 現場 で は

， 研 究の 成

果が持 ち込 まれ る こ とで 学校 の 中の 「隠れ た カ リキ ュ ラ ム 」 に着 目す る試み が か な

り浸透 し
の

，性別 に よ る 非対称 な二 項 対立 構 造 を変革す る た め の 教 育環境や 内容 の

見直 しが行わ れ る よ うに な っ た 。

　 とこ ろが ，性別特性論 とそ の 教育 シス テ ム か らの 脱却の た め に 「生 徒 と教 師が 性

差 別 的 な文 化 に対 して どの よ うに 対処 して い るの か とい うこ と を絶 えず疑 問視」す

る 「ジ ェ ン ダー
に 敏感な視点」（Houston 　1985）に 立 っ て 教育環境全 般 を見直そ う

とす る取組 み を 「男 女の 中性化 画 一
化」や 「行 き過 ぎた 男女平等教 育」 と解釈 し，

性差 別主 義 的傾 向の 強 ま りが拍車 をか けて ，反性差 別主 義的教育実践 を批 判す る 状

況 が 2000年前後か ら生 じて い る
〔3｝
。 こ う した状況 の 下 T 現 在学校で は一体何が 行 わ

れ ，教育実践 者 と して の 教師 は 「ジ ェ ン ダー と教 育」 に 関す る知 や 理論 をい か に 実

践 と結び つ け ，

一
方で 結 び つ きに くさや 困難 を感 じて い る の だ ろ うか 。

　 教師た ちの 教育実践 に つ い て は，
一

般的 に教 師個人 の 保持す る実践力 を問題 に し

て （今津 　1988，pp ．13− 14）批 判 が 向 け られ る こ とが 多 い 。 しか し，そ の 成 員 が
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所属す る組織の 文化形成 は社 会的な文脈 と切 り離せ ず，そ こ に教 師の 意識や 行動 を

暗黙 の うち に 規 定す る有形 無形 の 束縛が あ る （佐藤 　1994，p ．23）。 ジ ェ ン ダー に

敏感な視点に 立 つ 教育をめ ぐる状況に つ い て も同様で ある 。 教師の 意識や 教育実

践
・行動 を ジ ェ ン ダー

の 視点か ら分析 した研究 で は，教 師
一

子 ど も間の 具体的な相

互 作用 に 着 目 し，秩序統 制戦 略が 結果 的 に 担 う性役 割 の 社 会化 （森　1989，宮 Illfi

1991）や ， 子 ど もの 性別 に よ っ て 働 きか けに質的 ・量 的差異が 生 じ，平等主義 と性

差別 の 矛盾 す る メ ッ セ
ー ジが 混在す る こ と （氏 原　 1996） な どを明 らか に して きた 。

しか し，そ れ ら に対 処 しよ うとす る 教 師た ちが 実践 と 自己の ジ ェ ン ダー観 との 間で

葛藤 する状 況や ，実践 の 多様化に関 す る課 題
｛4）
が 表 出 して きて お り， 教 師個 人の 努

力 や知識 ・技能 の 習得 に着 目す るだけ に と どま らない 研究の 蓄積 が急務で あ る 。

　 そ こ で ，本稿 で は，「教 師が 置 か れ て い る社 会 的 ・制度 的な 位置 と 凵常的 な教育

活動
・
実践 を媒介 と して その 間 に働 き」，「教師個 々 の 実践 を律 し，支え励 ま し， ま　 ・

た は抑制 もする規則 体系 として教 師 を取 り巻 く状況 の 総体」 （久冨　1994a，　 p，13）

と して の 「教 師文化」 に焦点 を当て ，特に ，教 師文化 の どの よ うな 特質が ジ ェ ン ダ

ー
に 敏感 な視点 に 立 つ 教育実践の 「根づ きに くさ」に 関与す る の か を，学校参与観

察及 び イ ン タ ビ ュ
ーか ら得 られ た知見 を もとに 明 らか に す る 。

i．1． 教師文化 と男女平等教育 の 関連 を捉え る枠組 み

　教 師文化 は
T 「教 育行 政 の 文化」 を基盤 に （佐 藤　1994，p ．31），教 師た ちの 置

か れ る 社会的 ・制度的位 置の 変化 に規定 され つ つ ， 日々 創 出 され実践 され る教育活

動 との 間に位置 しなが ら教 師個 々 の 実践 を律 し．規則体系の 変化や 遅 滞を生起 させ

る側 面 も持 つ （久冨　1994b，　 p．200）。 こ の 定義に 即 して 本稿 で 分析する ジ ェ ン ダ

ー
に敏感 な視点 に立 つ 教 育 に関わ る教 師文化 を示す と，そ れ は教育行政の 方針や あ

り方 に規定 される 文化基盤 を持 ちつ つ ， 日々 の ジ ェ ン ダ ーに敏 感な視点 に立 つ 教 育

実 践 との 間に 位 置 し，実践者 で あ る教 師個 々 に 対す る 支援／抑制 に 関与 し，実践 を

媒 介と した規則 体系 の 変 化の 推進 ／抑 制に 影響 を及 ぼす もの と捉え られ る 。

　 つ ま り，ジ ェ ン ダ ーに敏感 な視 点 に立 つ 教 育実践 の 根づ きに くさに は．教育行政

に 規定 され なが ら成立 す る（1＞各学校 の 教 師集団構成や（2）管理職か ら示 され る 学校運

営方針 （校務分掌等） と い っ た組織の 社会的
・
制度 的側面が 影響 し．教育実践 と教

師個々 の 間 に ある（3）児童生徒， 同僚教 師 との 関係の あ り方 も関連す る と考 えられ る 。

以 一Eの 本稿 の 分析枠組 を図式化 したの が 【図 1 】で あ る 。

　以
．
ド，本稿で は

，
ジ ェ ン ダーに敏感 な視点 に立 つ 教 育 実践 を 〈男女平等教 育〉 と
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表記 し 「ジ ェ ン ダー ・
フ リー

教育」

と同義 に位 置づ け，性別特性論 に基

づ く 「旧 来の 男女平等等教育」 と区

別 す る 。 そ して ， 【図 1】の 枠組 に

従い ，（D に つ い て は職場 と して の 学

校組 織 の 状 況 以 下  観 察校 （管理

職）の 男 女平等に 関す る捉 え方（3）教

師
一

子 ど も関係 に 着 目 して ． 〈男女

平等教育〉実践の 根 づ きに くさに 関

連す る教 師文化の 特質を検証 し． ジ

ェ ン ダー に関す る教育 をめ ぐ っ て教

師が い か な る主体的位置に置か れ る

の か を検討する 。

　 なお ，本稿 中で括弧な しで男女平

等教育 と表記す る場 合は，

男女平等教育実践をめぐる 教師文化の構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　 【図 1 】　〈男女平等教育〉実践に 関与す る教

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 師文化の特質 と構造 を捉える本稿の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 枠組み

　　　　　　　　　　　　「旧 来の 男 女平等教 育」 と 〈男 女平等教 育〉 を包括 し，

どち ら と断定す る こ とな く広 くそれ らを示す 。

2 ． 参与 観察 に よる知 見

　本稿 で 用 い る の は ，2003年 6 月 か ら2004年 3 月 に か けて ，東京都 内の 公立小学校

及 び中学校の 計 2校で 行 っ た学校観察及び イ ン タ ビ ュ
ー記録で あ る 。 中学校は 2003

年 6 月か ら，小学校 は 同年 9 月か ら観察 を開始 し， そ れぞ れ2004年 3 月末 まで 週 1

〜 2 回の 継続 的 な観察 を行 っ た 。 また ，中学校 で は全 学年全学級の 観察を，小 学校

で は観察許可受けた 6年生 の
一

学級を中心 に観察を実施 した 。 イ ン タ ビ ュ
ー は観察

校 の 学校 長 及 び教 師の ほ か ， 〈男 女 平等教 育〉実践 を積極 的に 行 っ て きた観 察学校

以 外 に 所属す る 小学校女性教 師 と教 育 関連組 合 の 女 性職 員 に も実 施 し，〈男女平等

教 育〉実践 の 根づ きに くさ に 関する 特質を多角的 に検討する こ とに した
 

。

　本稿 で は
T 学校観察記録 及 び学校 長 ・教 師へ の イ ン タ ビ ュ

ー
記録 の 中か ら，主 と

して現在 の 学校教育 にお ける 男女平等教育 の 捉 え方や 実践 と して特徴 的な場面 や 発

言や 回答 を取 り Lげる 。
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2．1． 観察 対象校 の 組織状況
一

組織 内での教 師の配置

2．1．1． 小学校 にお け る教師の 配 置 の諸相

　 は じめ に ，観 察校 の 教 師の 数 と男女別学級担任 及び職 階状況 を分析す る 。 観察小

学校 は ， 【表 1 】の よ うに2003年度現在25名で構 成 されて お り （嘱託 ・講師 を含む），

学校長 は女性，副校 長 は男性で ある 。 教 師全体 に 占め る女性 の 人数 は，校長 を含 め

て 16名 （嘱託 ・講師を含 むと 17名が女性）で あ り，男性教 師は副校長 を含め て 7 名

（嘱託 ・講師 を含め 計 8 名）と少 な い 。 男性教諭 6名の うち 1名は 主幹で あ る 。 各

学校 に 2 名ずつ 配属 され る 主 幹は，観察小学校 で は男女 各 1 名ず つ で あ っ た 。

【表 1】 観察小 学校の男女別 学級 担任等 の配置

職 階 及 び

担 当学年

校 長 ・

副校長

1年 2年 3年 4年 5年 6年 　専科，TT な ど

（嘱託
・
講師 を含 む ）

女性教 師数 校長 232221 住 幹） 専科 3　（音楽
・
家庭科

・
図工 ）

養護教 諭 1

男性 教 師数 副 校長 101112 （主 幹 1名） TT 　1

　学級担任 にお け る教 師の 配 置 に つ い て は ，女性教 師 が圧 倒 数を占め て い る こ とか

ら各学年に必ず女性教 師が 配 置 され て い るが ，全18学級中， 1， 2年生 を合 わせ た

低学年は女性教 師が 主 と して 配置 され ，他 方 6 年生 を見 る と，男性教 師が 2 名配置

され て い る 。 また， 6年生 を担当す る 3名の 教 師の うち男 女各 1 名が主 幹で 占め ら

れ ，他 の 1名に つ い て も，学校運 営組 織上 で は校長，副校長の 下位 に相 当す る 運営

委員会の
一一人 で あ り，校内研 究推 進委員会 の 研 究主 任 を して い る 。

つ ま り， 6年生

の 学級担任 は ，全体数が 少 な い 男性教師 と役職 の ある 女性教師で 構 成 され ，全員が

学校 運 営組織 の 上 位 の 役職 に 就 い て い る教 師で 占め られ て い る u

　 こ の よ うに，組織 に 占め る女性教師 が圧 倒数で あ っ て も，学校 運営委委員等 の 配

置 に は男性 を中心 と した性別 に よ る 偏在 が 見 られ る 。 また ，そ うした役 職の 高さに

よ っ て 担当学年 の 配置に もまた差異が 生 じ て い る こ と も推察 され，教 師個人 の 性 別

と役職や 地位が複雑に絡み 合 っ た教師 の 配置状況 が うか がえる 。

　教師の 男女配 置の 偏在 は ，学校運 営組織図 に も見 られ る 。 例 えば，観察小 学校 の

学校運営委員会は 主幹 1 ，主幹 llと
， 研 究主任 や専科 ， 事務 職 員の 他 に，各学年 か

ら 1名ず つ の 教 師で 構成 され て い たが ， こ こ に 数少な い 男性教 師の ほ とん どが 含 ま

れ る 。 また，主幹 L 主幹 1 が掌 る 校務分掌や 教 科領域 部な ど を見 る と，主幹 1 に

は体育行事委員会 ，校 内研究推進委員会，総務部 ・特別活動部 な どの 学校教育の 運
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営 と密 に関係す る領域が 割 り当て られ，主幹 且 には学芸委員会，校務 ・経理部，生

活指導部な どの 環境整備や 事務及 び児童 の ケ ア に 関する領域が 割 り当て られ て い る 。

　主幹 2 名 はそれ ぞれ 男性教 師が 主幹 1 を，女性 教師が 主 幹 IIの 領域 を担当 し，特

に 主幹 皿 の 領域 に 割 り当て られ た各分掌 に は男性教師が 一
切 お らず，全 て 女性教師

で あ る 。 他方，主幹 1が 担 う領域 に含 まれ る 「体育行事 委員会 」で は 7 名中 4 名，

「校 内研究推進委員会」 7名中 5 名 を男性教 師が 占め る とい う偏 りが見 られ る 。

2．1．2． 中学校 に お け る教師 の 配置の 諸相

　 中学校で の 教師配置に つ い て は どうか 。 男女 内訳を見る と，全 30名 （嘱託 ，講 師

を含め て 36名）の うち，女性教師は14名 （嘱託
・講師を含め て 17名），男性教 師は

16名 （嘱託 ・講師 を含 め て 19名）で あ る 。 小学校 で は約 7 割が 女性教 師で あ っ た が ，

中学校 で 女性教 師が 占め る数 は半数弱で
，

わずか に 男性教 師が多 い
。 管理職 は，校

長 ・副校 長、主幹 2 名が 全て 男性教 師で あ り，意思決定場 面で の 権 限 に偏 りが ある 。

【表 2 】 観察中学校 に お ける各学年での 教師配置 お よび担当教科

1学年 （全 5 学級） 2 学年 （全 6 学級） 3 学年 （全 6 学級） 他 の 教 師

管理職 学年 担任 副 学年 担任 副 学年 担任 副 嘱託 講師

主任 担任 ト任 担任 ．主任 担任 教貝

女 数学 理科 国 語 英語 国語 音楽 国語 数学 数学

性 英語 社会 保体 美術 英 語 家庭科

家庭 科 音 楽

男 校長 社 会 国 語 美 術 保 体 ※ 理 科 ● 数 学 数 学 社 会 技 術 数 学

性 副校長 ●保体 英 語 数 学 理 科 理 科

保 体 ※ 保 体

技術

注） 表 ll1 の ●印 は主 幹 を表 し，※ 印 は，学年主任 と学級 担 任 を兼任 して い る こ と を不 す。

　また ，学年配 置や 担 当教科等 を見 る と， 【表 2 】に 示す よ うに ，各学年 に 配属 さ

れて い る教師の 数 は男女 そ れ ぞ れ 同数で あ る が ，学年 が 上が る に つ れ て 学級担任 に

占め る男性 の 割合が 高 くな り，担 当教科の 男女の 偏 りも見 られ る 。

　 こ の よ うに ，各学校 の 教師集団の 基 本構 造 に は，担任 や学 年 の 配 置 だ けで な く，

校務分掌 の 分担 を含む学校運 営組織構造 に も性別 分業パ タ ーン で 把握 で きる ジ ェ ン

ダ ー
秩 序が見 られ． これ に よ り 「教 師 と して の 仕事」 に性別 に よ る 質的差異 が生 じ

て い る 。 こ う した基 本構造 を有す る組 織文 化 の もと，教 師た ち は何 を男女 平等教 育

と捉 え，何 を実践 して い る の だ ろ うか 。

231

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

2．2． 観察校 の 男女平等教育 に対 する 立場
一行政 的位置づ け と管理 職の 捉え方

　観察対象の 小 ・
中学校は ，区市町村 教 育委員会 似 下 ，教育委員会） レベ ル で 男

女平等教育 が位置づ け られ て い る 地域 の 公 立 学校で あ る 。 しか し， どち ら も学校を

あげて の 特 別 な男女 平等教 育実践 は行 っ て お らず，教育委員会 の研 究指定 を受けた

「男女平等教 育推 進指定校」で も な い
， 今 日的状 況 と して

一
般 的 な 認 識 と取組み の

程度 の 学校 で あ る 。 で は ， こ の 行 政文化 を基盤 に ，学校管 理職 は各校で の男 女平等

教育 に つ い て どの よ うに捉 えて い るの か 。

　小学校に お い て は ，女性校長が ，「既に 学校は 男女平等」で あ り 「人権教育は 徹

底 して い る」 ため ， ジ ェ ン ダーの 視 点 を取 り入 れ た学校全体で の 実践 や 学び の機会

や 場 の 積極的な 設定 は行 っ て い な い との 見解 を示 す 。 加 えて ，個人 的見解 と して

「男女平等教育の 価値観 は教師そ れぞれ で ある た め，男女平等教育の 実践 を強制す

る こ とは で きな い 」 と し，教師た ちの 具体的実践 に つ い て は 「個 入の 裁量 で 男女平

等教 育 に取 り組 む教 員 もい る が ，個人で 大事だ と思 えぼや る状 況」 と して い る 。

　 中学校で は ，男性校 長が 「子 ど もた ちを 「個人」 と して 見 る 視点が教 員間で 共通

認識 されて 」お り，「教 職員全 体が 自己の 男女平等意識 レ ベ ル が極 め て 高 い 」 と教

職員 を捉 えて い る 。 全体 的な教育 実践 に つ い て は，例 えば 「さん ・くん」呼称 に よ

る男女 区別 の 是正 に つ い て 教 師 の 側 か ら提案が あ っ たが ，校 長 自身は 時期尚 早だ と

思 い ， 「さん づ けの 実施は保留に」 して い る 。 そ して ，「我 々 は公 の 奉仕者なの で ，

教 育委 員会か らの 通達 に従 っ た 男 女平等教育 を行 うが ，行 政側 で男女平等の 本音 と

建前が あ り大変混 乱 す る」 との 見解 を示 す 。

　 つ ま り，行政が 示す場合に は意向に沿 っ た 男女平等教育 を実施す るが T 「既 に 学

校は男女平 等で あ る 」の で ，男女平等教 育は 目新 しい 問題 で は な く，特 別枠 を設 け

て 取 り組 む課聽 で な い とい う共通認識 と立場 か らの 学校管理 ・運営 を表明 して い る 。

2．3． 男 女平 等教 育 の 実 際
一

どの よ うに 解釈 され 実践 され て い るの か

2．3．1． 性別役割 を意識 的 に 利用 す る学級 運営場 面

　 こ うした 共通体制 の もと，両校で 共通 す るの は，男女平等教育が 「男女が 仲 良 く

協力す る こ と」 とい う語 られ方で 解釈 され て い る点 で あ っ た 。 例 えば 小 学 校 の 観

察学級担任 の 男性教 師は ，学級 目標に 「男女仲良 く」 を掲 げ，「男女が 共 に協力す

る 」学級運営 を重視 しなが ら教育実践 を意識的 に展 開 して い る との 見解 を示 す 。 具

体 的に は，遊び の 場 面 を含 む様 々 な場面で 男女 を分 断 させ ない よ うに し，学 級経営

の 手段 と して 「男女双 方か ら リー ダー を選 出 し，性 別 で 分 断 しが ち な子 ど も集団の
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架け橋 に な る よ うに位置づ ける1 とい う実践が 行わ れ て い る。

　 こ れ らの 配慮は， こ の 男性教 師 に とっ て学級全体の 協力 を図 る学級運営 の 基本理

念で ある。
こ こ に は，学級崩壊や い じめ 問題の 取組みで

一
定の 評価 を得て きた男性

教師の こ れ まで の 経験 と実績が 反映され て お り，特 に教師の 指名に よる男女の 学級

リーダー
選 出は，担 当学級が 卒業時 まで 安定 した状態 を保持で きるか否 か の 重 要 な

鍵に なる と捉 えて い る 。 男性教師は ， こ うして 子 どもが 「男女の 協力」で 自ら学級

の 安定 を図 る こ とを展望す るが ，具体 的 な実践 に は性別役割 に よ る秩序 化が潜 む 。

【小学校観察 ： リーダ ー選出場面】

T ）「（ある 男子児童 に）おまえは本当 にみんなの こ とを気遣 っ て クラス を良 く しよ

　　うと して くれ て る よ な 。 よ し，お ま えは 次期 リーダーだな 。 ス ポー ツも 出来る

　　し，サ ッカ ーも 頑張 っ て る 。 N さ ん （女子 リーダー ）は女子の 方を し っ か り頼

　　むな 。 リー ダーが男女仲良 しの ク ラ ス にす るた めの み ん な架け橋 になる んだか

　　ら 。 N さん は ，女の 子が大変 な 時は支え て ，男子 と一
緒 にク ラス で うま くや っ

　　て いけるように， リ
ーダー

同±で クラス をよろ しく頼む な 。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※ （ ）内 は筆者の 補足 。

【男女 リーダーの役割 を個別 に位置づける理 由につ い て】

　「女子 がうま く男子 と溶け込む こ とが男女共生 に は必 要だか ら，女子の リ
ー ダー

　に は f 女の 子を支 え、男子とうまく溶け込むよ うに 支える母親的な役割を期待 し

　ち ゃ うよね 。 」

　こ の よ うに ，子 ど もの 主 体的な学級統 制に 関連付け られた 男女平等教育に お い て

は
， 性別役割期待 に則 っ た集団統制が 「男 女の 協力」の あ り方 と して解釈され て い

る 側面 が あ る 。 また， こ こ で の 「男女仲 良 く」 は，「学級 の 基本集 団 と して の 男 子

に，周辺 集 団の 女子が い か に溶 け込 むか 」の 対 処策 と して ， ジ ェ ン ダ ー
に よ る秩 序

化 の 意識的 な援 用で 実践 され る可能性 を孕 む もの に な っ て い る こ とが 否 め な い 。

2．3．2． 観察 中学校 に お ける学級 運営及 び 生徒 指導 場面

　 学級統制 にお ける ジ ェ ン ダ ー
に よ る秩 序化 は， 中学校 で も見 られ た 。 以 下 で は ，

その 事例 の
一

つ と して ，中学 1年の あ る学級 の 女性担任教 師に よ る女子生 徒 へ の 働

きか けが学 級集 団 内の 女子 の 静寂化 を促す場面 の 記 録 を見て み る こ とに す る 。
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【女子の 静寂化 を促す学級統制 （中学 1年女子生徒 2名と担任 との 会話）】

T ）　 「（授業終了直後に女子生徒 2人を廊下 に呼び出 し）あ なた達女の 子 2人は ，

　　 　大人 しくで きない の ？ 1年生だか らい い け ど，教室で主 張ばか りして る とク

　　　ラス か ら浮くわよ 。 」

F1 ）「何で 意見言 うと浮くの ？浮い た っ て 別に いい もん
… （F1 と F2 ，顔を見

　　　合わせ て ）ね 一。」

F2 ）「て い うか，も っ と うるさ い 男子 い る じゃ ん 。 何で私た ちが注意されるの ？

　　　ズル くない ？」　　　　　　　　　　　　　　 ※ （ ）内は筆者の補 足 。

　 こ の 学級 は 同学年の 他 の 学級 と異 な り， どの 授業 に おい て も
一

定数の 女子生徒 が

活発 な自由発言や 割 り込み発 言を頻繁 に行 っ て い た 。 こ うした 女子 生徒 の 活発 な 自

己主張 に敏感 に 反応 して 1 年生の うちに 「矯正 」して い くこ とに つ い て ，担任の 女

性教 師は 「あ ま り女子 が ク ラ ス で 目立 つ と仲間 はずれ に され や す くな り，学級が う

ま くま と ま らな い もの 」 との 見解 を示 す 。 す な わ ち ，こ こ で の 女子生 徒 の 静寂化 は，

男女双 方の 学級生活の 安定 とい う学級運営の 達成課題 に 支えられて い る の で ある 。

　 こ の よ うに，小 ・中学校 と もに ，教 師個別の 男女平等教育をめ ぐる何 らか の 考 え

が 見 られ る
一

方で ，特 に児童生 徒 の 統制で 学級 運営 の 安定 を 図る 場面で は ジ ェ ン ダ

ー体制の 維持 ・再生 産が実践 され る ，
とい っ た錯綜が 現れ て い る こ とが 垣 間 見 える 。

2．3．3． 生徒 が持 ち込 む ジ ェ ン ダ ー課題 に お け る教 育活動 場面

　長期 の 参 与観察で は，子 ど もが ジ ェ ン ダ ー
問題 を学校 に持ち込 む場面 も見 られ た 。

そ の 時の 教 師の 対処的実践 をめ ぐる状況 を，中学校の 事例 をも とに考 えて み た い 。

【中学校 2年生 「職 業調 べ 」イン タ ビ ュ
ー調査報告ポス ターの 内容】

（アナ ウン サ ー につ い て イ ン タ ビ ュ
ー

調査 を して き た グ ル ー プの ポス タ ー
発表 の 表

記 ）

●アナウン サ
ー

：女性 は年を とる とつ かえない とい っ て 降ろ され る こ ともある 。

　　 　　　　　 　女性は 男性 よ りテ レ ビ番組 に関 して は寿命が短 い 。

　 こ の 調査 内容 は ，後 日，保護者を迎 えて の 発 表会 で その まま発 表 され た 。 中学校

長 は ，ジ ェ ン ダー問題 を含 む こ の 発 表 を聞 い た 時 に ，司 会役 の新任教 師が何 らか の

対 応 をす る こ と を期待 した 。 しか し，新任教 師は 生徒 の 発表後 に そ の 問題 に つ い て
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何 の 反応 も見せ ずに進行 を続 けた こ とか ら，中学校長 自らが 問い を発する 。

【保護者参加の 「職業調べ 」発表会に関 して （中学校長の イ ン タ ビュ
ー

記録よ り）】

　「これはま ずい と思 っ たのね 。 で ，あの ，ア ナ ウン サ
ー

っ て の は若 い人 じゃ なき

　ゃ 出来な い 職業で はない 。 そ こで何 かの説 明があ っ たかも しれ ない 。 で も，若 い

女の 人 じゃな き ゃ ダメ だ とい うこと で は な い と思 うよ ，と （生 徒に ）言 っ たの 。

その ままに して お くと，ある種の職 業観が出来ち ゃ うじゃ ない で すか 。 若さを売

　りに して る とい うか ，若い 女性 に しか価値 がな い とい う風 に聞 こえ た ん で すよ 。

後ろ の お 母さ んの 表情 が変わ っ た の が チ ラ ッ と見 えたん です 。

あ とか ら， 『テ レ ビの 人が い っ た責任も あ る か も しれ な い。 で も ，先生 ，あれ は

　おか しい ん じゃ な いの ？あそ こ で 最大の 責任を取 るの は あなたの役割だよ 。 先生

　はそれ を見過 ご したんだよ 。 あとで 問題 になるん じゃ ない で すか 。 先生が
一

番 自

　覚 しな き ゃい けない 』 と言 っ たの 。 で も，まだ私が何を問題 に して い るか分かん

　ない みた いなの 。 」　　　　　　　　　　　　　　 ※ （ ）内は筆者の 補足 。

　こ の 場合 ，ジ ェ ン ダー
問題 の 捉 え直 しの 提起 は 管理 職か ら促 され て い る が ，教 師

へ の こ れ 以上 の 働 きか けに つ い て は 「や っ て み ない ？とい うの も違 うだ ろ うし，管

理 職か ら言 われ る と強制 に感 じる だ ろ うし T 個 人 で 必 要だ と思 えば や る っ て い う状

況 だ よ ね」 と個 人 の 裁量 を改め て 強調す る 。
つ ま り， ジ ェ ン ダー

問題 は提示 しつ つ

も，他の 教 師へ の 問題共有や そ の 後の 自省的実践 に つ い て は ，職階上 の 権力構 造 に

よる 強要 と取 られない よ うに，教 師個人 に 全 て を委ね る 立場 を取 っ て い る 。 なお ，

問題提起 を受けた教師 は ，校 長が 指摘 した 問題 を理解で きず ， そ の 後 の 実践 の 捉 え

直 しや変化 は見 られなか っ た 。

　 こ の よ うに，男女平等教育 に 関す る今 日的な実践 は ，学級運営 にお ける集団統 制

を通 じ，各学校 及 び 教 師個 人 の 裁量 に任 され て行 わ れ て い る 。 また，具 体的 な教 育

実践 に は ，性別秩序 の 維持 ・再生 産 に 加担す る もの もあ る 。 こ うした状 況 は ，実践

者個 人 と他の 教 師双 方 に と っ て ， 〈男 女平等教育〉に 向 けた捉 え 直 しに 踏 み 込 み に

くい 組織運 営を促 し，教 師の ジ ェ ン ダ ー
に 対す る認識 や解釈段階 の 差異 を もた ら し，

錯綜 した 状況 をます ます複雑化 して い くこ とに 関 与する と推 察 され る 。

3 ．　 〈男女 平等教 育〉の 根づ き に くさの 規定 要 因 とな る教 師文 化 の 特質

以 上 の よ うな錯綜 した教 師世界 にお い て ， 〈男 女平等教 育〉に係 る視 点や 実践 の
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根づ きに くさを規 定す る もの と して ，教 師文化 の 諸特質は ど う関連 して い るの か 。

以下 で は
， 男女平等教育 をめ ぐる教 師集団や 個人の 主体的位置の 構築性に関 して ，

特 に 「教 師相 互 の 関係」 と 「実践 者個 別の 立 場や 見解」 を 中心 に検証 して い く。

3．1． 教 師相互 の 関係 か ら

3．1．1． 「ロ を出 さない 」閉鎖性 とジ ェ ン ダー に 関す る教 育実践

　 こ れ まで に見えて きたの は ，「個 人の 裁量」 に支 え られて 他 の 教 師の 実践 に深 く

踏 み込 む こ とか ら距 離 を取 る教師 世界 で ある 。 イ ン タ ビ ュ
ーに応 じた全て の 教 師は ，

こ れ らが 職階に よ らず， どの 学校で も見 られ る教師独特の 特質で ある とい う見解 を

共 通 して 示す 。 以 下の 事例 は ，そ うした特質が 現れ て い る特徴 的場面で ある 。

【小学校にお ける総合的な学習 の時問での 車椅子体験の場面】

（6年生全 3学級 が体育館で 学級 こ と に 2人組 にな り，交 互に車椅子 に 「乗る」人

と 「補 助」役 を体験 する 。 観察 学 級 は男 女混合 だ が，他 学級 は女子 （以下 F）同

± ・男子 （以下 M ）同±で ペ ア を組む 。 ）

M1 ） 「（観察学級の ある 1組の 男女ペ ア M3 ，　 F　1とすれ違い ざま に，　 M 　3 に対 し

　　　て ）おまえ何 で女子 と組ん で んの ？おまえ らの クラス おか しい ん じゃ ね ？女

　　　子 とやる の キ モ イ 。 」

M2 ）「（Ml と ペ ア を組ん で いる 男 子児童）あ，マ ジだ 。 おまえの クラ ス だけ違 う

　　　よな 。 女子 と組ん で る し 。 先生 が決め た の ？」

M3 ）「俺たち は， クラス で 隣の人 と車椅子体験 してんの 。」

Ml ，M2 ）「俺た ち は，普通 に男女 別に組ん で る け どね 。」

F1 ）「別 に い い じゃ ん 。 うち の ク ラ ス は こ うな の 。 」

T ）　 「（M1 ，M2 の 担任）ほ ら，そ こ ， 何や っ てん の 。 他の クラ スの こ とは言 わ

　　　 な くて い いか ら，自分たちの こ とをや りな さい 。 他の クラス にち ょ っ かい 出

　　　 さ な い 旧　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※ （ ）内は筆者の 補足 。

　男 女合 同 の 教 育実践 は
T 男女二 分 の カ テ ゴ ラ イズ が 「口常」 で あ る他 の 子 ど もた

ちに は 「非 日常 」で あ る た め ，子 ど もた ちの こ う した や りと りは 学級横 断的 な教育

実践場面で 頻繁 に行 わ れ た。 「非 日常」場面 に 多様な他者 が居合 わせ る こ の 場 面は
，

教 師個人 の 実践 が 全 体に共有 され ，ジ ェ ン ダー ・バ イ ア ス の 維持／変容 をめ ぐる 実

践 の 場 と して 機 能す る可 能性 を持 つ
。 しか し， 自学級 と様々 な面で 異な る 他学級 に

236

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　男女平等教育実践をめ ぐる教師文化の 構造

「口 を出す」子 どもに対 して教 師が踏 み 込 まない よ う常 に 「指導」す る ため，ジ ェ

ン ダーの 暗黙 知を捉 え直す実践 の 場 は保持さ れ ない 。 こ の 「指導」は， こ の 場 面 に

限 らず ，子 ど もた ちが他 学級 の 行動様式 に 「口出 し」 した 時に必ず発せ られ た 。

　「学級 閉鎖性」 の こ うした特質 に は，教 師個 人の く男女平等教育〉実践 を保 持 し

や す い 側面 が ある か もしれ ない
。 しか し，実践が 個人 に 閉鎖的 に留 まる 「教 師集 団

内部で は， 同僚教 師か ら直接 に教 育上 の 指導 ・助 言 を受 け る こ とが少 な い 」 （油布

1988）た め ，集団内部に お ける 個人の 教育実践の 位置づ けは 限定的 に なる で あろ う。

　で は， こ の 「学級 閉鎖性」が 〈男 女平等教 育〉の 根づ きに くさの 規定要 因 とな る

場合，教師集団内 に働 くの は い か な る論理 か 。 小学校観察学級の 男性教師は，学級

間で の 教育実践の 取組状況 が大 きく異 なる こ とに 関連させ て ，次の 見解を示す 。

「その クラス の先生の考 えがあるか ら、違 うこ とが出て くるの は 仕方 がない し．

何 ともい えない よね 。 私は，男女が協力する環境を作 りたい か ら子 どもたちを混

ぜるけど，他の 先生はそれぞれのお考 えがあるか ら， 自分 が してる こ とを
一

緒 に

や りま しょ うとは言わない で すね 。 先生方 が，あ，あれい い な，と思 っ て 真似 し

て くれ る な らい いんだ け ど， こ っ ち か ら何 かを言 うとい うの は，されたくな い で

しょ う。 」

　こ れ に 関 し，積極 的 に 〈男女平等教 育〉に取組 む観察学校 以 外 の 小 学校 女性教師

も，ほ ぼ 同様の 見解 を示 す 。

「他 の 学級 に 『私 は 「ジ ェ ン ダー ・
フ リ

ー
教育」 を や っ て るん だ け ど，ど う ？』

なんて言 えな いで す よ 。 私のクラス を見て 『なぜそんな に子どもた ちが穏やかで ，

学級崩 壊 がな くな っ たの か』と聞 かれた 時に は ，個人 を 大事 に す る 「ジ ェ ン ダ

ー ・フ リー」の教育の おか げだ と思 う，と話 すだ ろうけど 。 」

　 こ の よ うに ，他学級 の 諸実 践や 諸 事情 に 意 見 しな い （しに くい ）教 師 集 団の 閉 鎖

的特 質は ，他の 教師 が 個 人の 実践 に よ る学級 集団 や子 ど もの 「変化 」 を積極 的に 評

価 しない 限 り 〈男女平等教育〉へ の 共通理解 を 困難 に させ る もの と して 働 い て い る 。

3．i．2． 「集団同
一 歩調」文化の もとで の ジ ェ ン ダ ーに 関する教育実践

　〈男女 平等教育〉 をめ ぐ る閉鎖的な 教 師世界は ， 言い 換 えれ ば 〈男 女平等教育 〉
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の 共通理 解 を基 に した学級孤 立的で な い 集団形成 に よ っ て 変容 する可 能性が あるの

で は な い か 。 こ の 点 に つ い て ， 〈男 女平等教育 〉に積極 的 な観 察学校 以外 の 小 学校

女性教 師は ，教師個人 と集団の 問に ある暗黙 の 規則を 「教師の 調和」 と表現 し，そ

の 特質と現任校で の 実践推進の 困難さ との 関係 につ い て ，次の ような例 で説明する 。

「学校はかたま りで 子 ども も教師も管理 しますからね 。 団体行動を徹底させるた

め に 「男子／女子」 と使 うんですね 。 でも，私は 自分の クラスの子 は 個人と して

見たい の で 男子／女子とい う言 い 方 を しない ようにして るんで す 。 そ うすると，

『あな ただけ男女平等教育 をされて は調和 が乱れる か ら困る』と管理職 に言われ

て しまう 。 」

　永井 （1988）は ，教師集団か ら低い 評 価 を受け る教 師 の 特徴が 「学年の 調和 を考

えない 」 こ とに あ り，教 師の 行動規範 の 根底 に は 他者 に 同調 を強 い る様 式が ある と

指摘 す る 。 こ れ を 踏 ま える と r イ ン タ ビ ュ
ー

及 び観察記 録か らは，「特別 に く男女

平等教育〉を行 うこ とは調和 を考えな い 突出 した 行為」 で ある ， と管理職や 同僚 が

捉 える可 能 性が 高 い 教 師集団の 認 識 が うか が え る 。 実 際 「個 々 の 教 育実践／全 体

の 調和」の 構図 は，観 察小学校 の 全学参加行事 の 「卒業生 お別 れ会」 で 明確 に現 れ

た 。 校内で 唯
一

「男女混合整列」 を採 用す る 観察学級 が，他 の 学年
・
学級の 「男女

別整列」 に 従 っ て 入場行進せ ざる を得 な い 状況 に 置か れ たの で ある 。

　 こ の よ うに， 〈男女平等教 育〉 を抑制 する 教 師文化の 特 質 には ，「学級 閉鎖性 」 に

よ る同僚集 団へ の 教育実践意図の 伝 わ りに くさが ある 。 同時 に，個別の 実践 を教師

集団 に 広め る に あた っ て は ， 「集 団 同
一

歩調 」へ の 対処 とい う課題 に 向 き合 わ ざる

を得ない こ とが指摘で きる 。 また，昨今 は ，勤務評定等 の 成績率制度の 導 入の よ う

に ，「教 育行政」対 「管理職」対 「教員」 と い っ た 制度 的上位 者の 権 限が 強 くなる

組 織 形成 が進 行 して い る 。 職 場の 管理 主 義は ，教 師の 教 育実 践 の慣 例従順 的状 況 と，

自律的 〈男 女平 等教 育 〉実践 を 阻 む 「集団 同一
歩調 」 の 強化 に 関与 し得る もの で あ

る 。

　「集団同 一
歩 調 」が 〈男女平等教 育 〉の 推 進 に 関連 して い くに は，教 師に 「個 人

単位 の 教 育実践 」 と 「職 場集 団か らの 孤立 ／承 認」 をめ ぐる葛藤 を もた らす教師文

化 の 特 質 を さ らに検 証す る必 要が あろ う。 以 ドで は，〈男女平 等教育〉に 対す る

「教 師集 団」の あ り方 と教 師個 人の 教 育実践 推進 に向け た ス トラ テ ジ ーに 関 す る事

例 を もとに ， 〈男女平等教育〉の 根 づ きに くさに影響す る特 質 を検証 す る 。
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3．2．　 「教師の 仕事」にお け る 〈男女平 等教育〉の 位置

　〈男女 平等教 育〉に対 して 肯定的な態度 を取 る こ とが 困難な背景 につ い て ，小 学

校 の 観 察学級 の 担任教 師 は， 〈男女平等教育 〉が 「学校 に お ける 新 た な問題」 と位

置づ け られ て い る と説 明 し
t 教 師 とい う仕事の 恒常的 な 多忙 さ との 関連 で ，「学校

は本 当 に色 ん な問題が 沢 山あ っ て ，新 しい こ とに手 をつ ける 余裕が な い 」 と述べ る 。

観 察中学校長 も，以下 に示すよ うに同様 の 見解 を示す 。

「学校の 持 っ て い る 課題 とい うの は滅茶苦茶多い か ら，男女平 等教育をやる とな

ると ，推進校で もな い 限 りな か なか 無い で し ょ うね 。 課題が山積み なの で ，男女

平等教育にまで手を出せない のが現 状で しょ うね 。」

　こ こ か ら示 唆 され る の は，〈男女 平等教 育〉が特別 な
一

大 プ ロ ジ ェ ク トの よ うに

位置づ け られ， 囗常的場面で 広 く取 り組 め る よ うな もの と して は 認識 されて い な い

とい うこ とで あ る 。 こ うした 捉 え られ方に つ い て
， 〈男女平等教育 〉を積極 的 に 取

り入 れ て い る観察学校 外 の 小 学校 女性教 師 と教 育関連組織 の 女性 職員 は， 〈男女平

等教 育〉の 優先順 位 が極め て 低い こ とを次の よ うに考 えて い る 。

「学校の 問題 は確か に沢山あ る け ど， 「個人 を大 切 に した 教育」な らば忙 しい と か

理由 にな らない よね 。 で も，そ うい う風に は他の 教師 に受 け入れ られな い こ と が

根本 にあるか ら何 だかよく分か らない し．後回 しに して も問題ない と思 っ てい る

ような気がす る 。 」

「効 率性 を重視する な ら，仕事 の 割 り振 りを したほうが楽で ある とい う状 況 に教

師が取 り込ま れ て い る 。 そ の ため，割 り振 りされた以外の取 組み としての男女平

等教 育は，取 り組むべ き教育実 践と して位置づ けられず 優先川頁位 も低 くな る。」

　教 師世 界 の 多忙性 か ら脱却する た めの 対処は ，官 僚主義 的な校務分掌 の細 分化 と

役 割 ・責任 の 限定 （佐藤 　1994，p ．36）で あ る が ， 〈男女 平等教 育〉を め ぐ っ て は

管理職が 強調す る 「個人 の 裁量 」言説 も絡 み合 い なが ら教 育実践 の 広 ま りが 限定 さ

れ て い くもの と推察 され る 。 教師世界 の 諸側面が 多忙性 に よ っ て 限定 され る 問題 に

つ い て ，か つ て 〈男女平等教 育〉 を学校全 体 で 推進 して きた 観察学校 以外 の 小 学校

女性教 師 は
， 実践 経験

（e’1
を振 り返 り，実践の 推進で 重要 な点を次 の よ うに 指摘 す る 。

それ は，教 師集団 に 実践 が承認 され 広 ま る過程 には 「今まで ど うい う実践 を して き
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た の か 共有する と こ ろ が 大事」 とい う共有の 場 と時 間の 確保 r 関連 して個人 の 「授

業実践 を気軽 に 話せ る よ うな」同僚性 の 構築 で あ る 。 こ の 指摘は ，個 人 の 実 践が 身

近 な同僚 に認識 され る こ とを契機 に ，集団全体で の 認識 と実践の 共有 を展望する 職

場体制 を構 築 して い くこ との 可能性 を示す 。 しか し，上述 した多忙性 の 対処 戦略は，

教育実践の 推進 に重 要な 時間 と場 の確 保，維持 の 困難要 因 と して 働 くの で あ る 。

　以 上か ら，〈男女 平等教育〉の 広 ま りの 困難 さに 関 して は ， そ の 導入 を個 人の 裁

量 問題 に付 して 取捨 選択 を個 入の 責任 に 限定 させ る こ とで ，多忙 の 煽 りと相俟 っ て ，

優 先的に選択する こ とを困 難にす る メ カ ニ ズ ム が働 い て い る可 能性 が ある 。 また，

〈男女 平等教育〉は具体 的 な 方法 論が 示 され て い る教育実践 で は な い た め ，そ れ ら

を集団内で共 有す る時 聞 と場 が確保 され に くい 場合 は，教 職 の 「無境 界性」 に よる

恒常的 な 多忙 さが，新た な取組み と して の 〈男女平等教育〉の 優i先度 を低 め， コ ン

セ プ トの 解釈 や 実践 の 取 り込み を困難 に して い く可能性が あ る 。

3．3． サバ イバ ル ・ス トラテジー
と しての 「公 ＝ 教 育 行政」言 説

　以上の よ うな メ カ ニ ズ ム は ，時 と して以下 の 観察中学校長 の 発言 の よ うに，教 育

行政 と教師の 制度的位 置に つ い て の 正 当化に現 れ る場合 もある 。

「全体の 奉仕者だか ら，行政が こ っ ち に行き な さ い と指示 さ れな げればい け ない 。

そ うい う風に 公平性を保つ 。 （中略）教育委員会が一本ち ゃん と出 して くれ れば，

それな りに理屈をき ち んとつ け て保護者にも 分か りやす く指導 して きち ん と説明

してち ゃ ん とや りますよ 。 」

　こ の 語 りは ， 〈男女平 等教 育〉に 対 す る 「集団同
一歩調」 に 関 して ， 実践 の 推 奨

を奉仕す べ き 「全体」に対抗す る 「
一

部」の ある種の イ デオ ロ ギー と捉 え．制度的

立 場 と して そ れ を推進 しな い 正 当性 を表す意味合 い で しば しば用 い られ る 。 ジ ェ ン

ダー
視点 や 問題 を学校 に 持 ち込 む こ との 懸念 と抵抗 は，昨今 の

“
行 き過 ぎた男女平

等教育
”

言説 に よ っ て も強め られ て い る 。 その た め ，〈男女平等教 育〉 をめ ぐっ て

は ，教 師個 人 の 主体 的位 置の 構築 にお け る葛藤 と困難 の 回避 の ため に 「行 政 が指針

を出す な らば構 わ な い 」 と い う言説が 用い られ る状況が 生 じて しま うと考 え られ る 。

3．4． 実践者の 立 場 か ら
一

理 論 と実践 の 適合 の しに く さ

　最 後に，個 人の 〈男女 平等教 育〉実 践 を出発 点 と した 自省 的な学 びや 場 をめ ぐる
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教 師の 状況 に 関する 「困難 さ」を検討する 。 〈男女平等教育〉実践の 共有 と推進，

「現場の 論理 」の 変容 に 向けた ス トラ テ ジー を問 い 返す た め，教 師た ちは 職場 組織

の 外に 自省的学 び の 場 を見出 し，
よ りアカ デ ミ ッ ク な知 を教 師文化 に改 め て定位 さ

せ よ うとす る 。 実際 に教育現場 の く男女平等教育〉推進 を牽引 して きた 観察学校外

の 小 学校女性教 師は
T 現場の 変容 戦略 をめ ぐっ て ，実践推進者の 教師が 次の よ うな

困難 をある 程度共 通 して感 じたこ とが ある の で は と指摘す る 。

「実践に使え るもの を聞けた らと思 っ て 学会 （女性学関連学会会員）に行 くと，

ア カデミ ッ クな領域で の 「ジ ェ ンダー ・フ リ
ー教育」の 議論が．教育現場の遥 か

遠くで 行わ れ て い る 印象が 強 くて 。 また ，理論 屋で な い と議論 に参加で きな い よ

うな雰囲気にな じめず （略）。 」

　 「現場 と理 論 は 違 う」 とい う捉 え方 は ，観察小学校 の 男 性教 師か ら も 「机 上 の 論

理 と実践力」 とい う対比的 な言 い 回 しに よ っ て述べ られ て い た 。 しか し ， 観 察学校

外 の 小 学校女性教 師 は ， 〈男 女平等教育〉 に つ い て 現 場が 錯綜 して い る か らこ そ．

「実践 」の 確 固 た る 「理 論」 的 背景 が 重要 だ と捉 えて い る とい う。 女性教 師 が指摘

す る こ れ らの 「適合の しに くさ」に は，教 育現場 で の 「実践」の 困難 に対 して 「理

論」が 具体的場 面 に適合 的 で な い 問題 と，「理 論」 と 「実践」領域 が あ る一定 ラ イ

ン で 区分 され て い る問題が あ る 。 特 に ，現場 で の 前者の 問題 は．「体 力差」や 「身

体機能」 に よる 区別 と差 別の 問題 で 頻繁 に 直面す る とい う。
つ ま り， 身体そ れ 自体

に つ い て 「身体 の 政 治」 と して の 社会構築性が 「理 論」で 述べ られ る
一

方， 「実践」

で は体力差 をない もの と して 扱 うか否 か，筋力差 を前提 と した 近代 的体力観 を乗 り

越 えるい か なる実践 を行 えば よ い か等 ，実践理論や 方法論 をめ ぐり議 論が錯綜 し，

効率性 や集 団同
一

性 を強調す る教 師文化 下で そ の 錯綜 自体が 許容 され に くい 可 能性

が ある 。

　 後者 の ア カ デ ミ ズ ム と実践現 場で の 「理論 」 と 「実践」 の 適合 の しに くさ は ，高

等教 育場面 に お ける 女性学 の プ ロ とア マ の 分離 （上 野　 1999）に 見 られ る困難 と重

な り合 う 。 こ う した現場教 師の 困 難 を解消 して い く上 で ，「ジ ェ ン ダ ー と教 育」研

究 の 「理 論」が 「実践」 とい か に協働 して い くの か は，今日的 な 重要課題 で ある 。

4 ． 考察

〈男 女平等教 育〉実践の 根づ きに くさ に関与する教師文化の 特質を検討 した結果，
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教師の 置か れ た 次の よ うな今 日的状況が 明 らか に な っ た 。 まず，男女平等教育に対

して 「
一

般的」認識 を示 す学校 で の 実践が 「個 人 の 裁量 」に 任 され ，既 存の ジ ェ ン

ダー秩序の 維持／変容の 試み が 錯綜 して い た 。 また t 〈男女平等教育〉を教師個入

が 実施 しよ うとす る場合，直接 的な教育上 の 指導を受けに くい 閉鎖 的特質に よ っ て ，

実践 が個 別 の 学級 の 枠 を容易 に は超 え られ ず，「集団 の 調和」 を乱す もの と して 把

握 され，厳 しい 行政的管理 や 公 的中 立性言 説に よ っ て も，実践選択 に対す る優先性

が低 下 して い く側 面が 見 られ た 。

　 さ らに， 〈男 女平等教 育〉は 「ジ ェ ン ダ ー
」 とい う知を め ぐる 関係性を諸 場 面で

問い 直す もの で あ るた め ， 自身の 暗黙知 を 自覚 的 に対象化 し捉 え直す省察 的 な実践

とな る 。 こ れ に対 して は
， 閉鎖性 と恒常的 な多忙 さが 〈男女平等教 育〉の コ ン セ プ

トや 新 た な学 びの 深化 と具体 的実践の 構築 に 困難 を もた ら して い た 。 また ，「理 論」

と 「実践 」の 適合の しに くさ もまた，個人や教 師集団 と 〈男女平等教育〉 に 関す る

新 た な 「知」の 定位 と教 育実践の 創 出 を困難に し， 教 育実践 や理念 の 広 ま りの 限定

要 因に なる こ とが うかが えた 。

　以上 か ら，今 日的 なジ ェ ン ダー と教 育をめ ぐる教 師の 主体的位置 の 被構築性につ

い て は ，既 存の ジ ェ ン ダ ー観 と教師の 制度的位置，組織運営や 教育方針に 係 る 特質

が絡 む網の 目の もと，集団か らの 〈男女平等教育〉の 承認 と共有をめ ぐっ て 「個人

の 裁量 」に よ る 自己責任が の しか か る教 師文化 の 構造が 浮 か び上 が る 。 す なわ ち，

〈男女平等教育〉の 困難 さに は，既存の ジ ェ ン ダー構造 を捉 え直す 〈男女平等教育〉

実践 の 共同体 を形成 しよ うとす る エ ー ジ ェ ン 1・と して の 教 師が
， 実践 に つ い て の 直

接交渉 を 回避す る集団同
一

歩調 的特質 に よ っ て 集団の 外 に 置かれ る 文化 的磁 場が あ

る 。 だ か ら こ そ ，教 師個人 は 閉鎖 的実践 に対す る 集 団か らの 承認 を展望 し T 「個 を

大事に す る 」 とい っ た行為遂行 的な実践 を通 じ，既存の ジ ェ ン ダ
ー
構 造 の 「変容 」

可 能性 を子 ど もや 身近 な 同僚 の 変化 や 反応 に 見出 し，「集団 同
一

歩調 」間 との 相 反

を乗 り越 えよ うとす る 。 こ の 過程 に は ，実践 の 継続 と推進 に 向けた ス トラ テ ジ ーを

反省的に 問 う場 と時 間の 保持 ，そ して ，ア カ デ ミ ッ ク な理 論 と現 場の 実践の 協働 が ，

教 師文化 へ の 新 た な 「知」の 定位 に対 する 課題 と して 位 置つ くこ と になる 。

　 本稿 が試 み た 「教 師 を取 り巻 く状 況 」 へ の 着 目は ，教 師の 反省 的教 育実践 や 教育

の 公共性 ，協働 的教 師集 団 の あ り方 をめ ぐる教 師文化の 構造的課題 と同時に ，今後

の 「ジ ェ ン ダー と教育」研究 にお け る 「実践」 と 「理 論」の 協働 に関する重要 な課

題 を明 らか に した。 困難 の メ カ ニ ズ ム の 束縛 か ら の 脱却 を展望す る教 師個人 と集団

の 「変容」に 着 目 した さ らな る 分析 は．今 後の 課題 と した い
。
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〈注〉

（1） ジ ェ ン ダーは 「肉体的差 異 に 意味 を付与す る知」 （Scott訳書 　1992）で あ り，

　セ ッ ク ス もま た 社 会 的 に構 築 さ れ る
一

つ の ジ ェ ン ダ ー で あ る （Butler訳 書

　／999）。 これ に 基づ き，「性 別分業」「異性愛」 の パ タ
ー

ン で 把握 で きる歴 史的 に

　構築 され た男 女間の 権力 関係が 「ジ ェ ン ダー秩 序」で あ り， これ を構 成原 理 と し

　 て 個別 的 に産出 され る 社会 制度が 「ジ ェ ン ダー体制」で あ る （江 原 　2QO1）。

（2） 例 えば，東京女性財 団 （1995），男女平等教 育 をすすめ る会 （1997），小川 ・森

　 （1998），男女平等教 育研 究会 （1999），亀 田 ・舘 （2000）な どが あ る 。

（3） 例 えば ，木村編 （2005）や 若桑 ほ か （2006） な どが 詳 しい 。

（4） 2002年第54回 日本教 育社 会学会 「ジ ェ ン ダ ー と教 育 （2 ）」分科会 で は ，教 師

　個 々 の ジ ェ ン ダ ー ・
フ リー

教 育の 困難や 実践 の 多様性 に 関す る報 告が あ っ た 。

（5＞ イ ン タ ビ ュ
ー

に つ い て は半構造化 の 方式 を とっ た 。 学校観察及 び イ ン タ ビ ュ
ー

　 の 記録 方法 は基 本 的に 筆記で あ る が
， 音声 記録 の 許可が あ っ た場合 は 音声 記録機

　 器の 使用 と並 行 して 筆記記録 を続 けた 。

（6） こ の 教 師の か つ て の 実践は ，注（2）で挙 げた文献 に も含 まれ て い る 。
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ABSTRACT

           An  Analysis of  the  Structure and  Factors of

            
"Culture

 of  Teaehers  and  Teaching"  which

         Hinder Educational Practices on  Gender  Equality

                                                      KIMURA,  Ikue

                                             <Tokyo Gakugei University)

                  4-1-1 Nukuikita-machi, Koganei-shi Tokyo 1 84-8501, Japan

                                            E-mail: ikue-k@hotmai1,com

  Using school  records  and  c}assroom  observations,  as  well  as  interviews fi11ed out

by teachers in public elementary  and  junier high schools,  this article  analyses  the
structure  and  factors of  the 

"culture

 of  teachers and  teaching,"  which  involves an

examination  of  many  aspects  of the situation  surrounding  teachers, and  creates  rules

for teacher's aetivities,  and  lnvestigates the  reason  behind the difficulty to establish

and  root  a  
"gender

 sensitive'' perspective  in schoois  and  teachers.

  Firstly, the observations  and  interviews make  it clear  that the idea of  educational

practices based on  
"gender

 equality"  are  still based on  a  prevading  attitude  that  boys

and  gir!s, and  men  and  women,  are  quite different beings.

  Secondly, the observation  and  interviews reveal  that the structure  and  factors of
F'Teacher's

 Culture" relate  and  restrict  the practice of  
'`gender

 equal  education"  by:

(1) eneouraging  exclusiveness  and  nenintervention,  (2) having teaehers  prioritize

harmony with  colleagues,  (3} creating  pressure  for ediciency  in teachers' work,  and

forcing teachers to defend their political stance  as  a  survival  strategy  to remain  a

teacher, and  (4) confusing  
"theory"

 and  
"practice"

 of  
"gender-free

 education''  and
"gender

 equal  education."

  In conciusion,  it becomes  clear  that these  mechanisms  create  a  difficult situation

for teachers, even  though if they choose  a  
"gender

 sensitive"  viewpoint  in various
aspects  of  educational  practice. Especially, the  observations  and  interviews reveal

that there  is significant  confusion  between  the 
"theory"

 and  
"practice"

 of  
'`gender

equity  education"  and  
"gender

 sensitive"  viewpoint,  suggesting  fluidit'y and

misunderstanding  of  the concept  of  
"gender-free

 education"  which  has recently

been  translated as  a theory  ef 
"regimentation."

 This confusien  and  these

misunderstandings  prevent  teachers from noticing  and  addressing  the power
imbalance between the two  genders,

  In this way,  the 
"theory:'

 of  a 
``gender

 sensitive"  viewpoint  for education  rests  on

few  facts and  practices today. It is necessary  for studies  on  
"gender

 alld education"

to analyze  the present state  of  gendered  teachers  in school,  and  construct  a

progressive  theory  of  studies  on  
"Gender

 and  Education" that enables  teachers  to be
'`practitioners"

 in each  school.
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